
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

370 ○ 管理経費

分野別目標 2 法定受託事務 ○

政 策 1 　

施 策 5

取 組 1

継続 主な事務事業

永年

事業実施の根拠法令

関連個別計画 「３つのキーワード」との関連性

担当課・担当課長（Tel） 瀬﨑　典男(433-2261) いのちを守る ふるさと力を高める 該当せず

関連課

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

予算 決算 予算 決算 予算 決算 決算 計画 決算

2,212 2,289 2,888 1,191 679 510 615 1,746

- - 30.6% -76.5% 253.4%

6,598 9,279 9,279 11,405 9,279 11,476 3,389

0 0 0 0 0 0 0

6,598 9,279 9,279 11,405 9,279 11,476 3,389

325 225 200 126 248 191 105 717

11
1,887 2,064 2,677 1,065 431 144 510 1,029
0.86 1.21 1.21 1.51 1.21 1.52 0.46 1.21

0 0 0 0 0 0 0

３　目標及び実績
平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度目標値 1 1 1 1

実績値 1 1 1

全体目標値 1 全体目標達成度 100.0% 年度別達成度 100.0% 100.0% 100.0%

年度目標値 10 10 10

実績値 20 6 5

全体目標値 10 全体目標達成度 60.0% 年度別達成度 200.0% 60.0% 50.0%

年度目標値 100 100 100 100

実績値 100 100 183

全体目標値 100 全体目標達成度 100.0% 年度別達成度 100.0% 100.0% 183.0%

年度目標値

実績値

全体目標値 100 全体目標達成度 年度別達成度

平成２５年度

感染症予防事業事項

和歌山市地域保健医療計画

事業期間 ～ 大事業

項

予防対策事業

平成２３年度 平成２４年度平成２１年度 平成２２年度

人と文化を育てる

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
・和歌山市内に感染症患者が発生した場合、積極的疫学調査を実施し、感染の原因や感染経路、今
後の拡がり等を究明し予防対策を行う。
・市民・学校・施設・医療機関等、情報を求めるニーズに応じた情報提供（HP・FAX・メール・通
知文等）やポスター・研修会等を通じ啓発を行う。
・感染症発生時に疫学的な解析を行う疫学調査員に対し、国の研修会や症例の検討会を通じ対応能
力の向上を図る。
・法に基づいた発生時の行政対応（入院勧告・就業制限・消毒命令等）

感染症の予防活動を行い、個人や学校・施設及び医療機関での
発生予防及びまん延防止を行う。

総務企画課

事業進捗管理シート

感染症予防事業
事業区分(1)

事業経費

その他

保健医療対策の推進

個人を尊重し、人々がともに助け合う優しいまち

その他

○

款

事業種別

結核・感染症の予防及びまん延防止の推進

事業区分(2)
自治事務

地域福祉と健康づくりの推進

保健衛生費

目 予防対策費

一般会計

衛生費

会計・
予算区分

会計

成
果
指
標

疫学調査率（疫学調査数／患者数）

単位 ％

単位

100

100.0%

％

事業費 494

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

そ の 他
372一般財源（税等）

市　　債

平成22年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

感染症発生対策研修受講者数

0

研修会等開催回数

指標名及び達成状況

単位 人

平成25年度

計画

県支出金

3,389

-27.2%

3,389

回

小計

伸び率（％）

活
動
指
標

主な予算内訳
管外出張旅費69千円・消耗品費990千円、自動車燃料費83千円、印刷製本費70千円、自動車修繕料115千円、医薬材料費80千円、通信運搬費
120千円、手数料20千円、自動車保険料22千円、自動車借上料139千円、自動車重量税38千円

国庫支出金

0

122

人件費

常勤職員

非常勤職員

140.0%単位

1.21

実
施
内
容

１市民及び学校・福祉施設等
感染症の発生及びまん延防止
のための研修会の実施やチラ
シ等作成配布（今年度は新型
インフルエンザに特化した形
で実施）
２患者発生時、積極的疫学調
査を行い、感染症の発生動向
及び原因を明らかにし、感染
症の発生を予防し、又、蔓延
を防止した。１６１件実施
（新型１１６件・新型以外４
５件）
３感染症診査協議会を２４回
実施

感染症のまん延を防止するた
め、感染症患者に対し、医療
に関する必要な措置や対応
（入院勧告・措置、就業制限
等）を行い、また患者の家族
等接触者に対し、健康診断受
診の勧告を行い、実施した。
さらに、感染症の発生及び原
因の調査を行い、予防のため
の情報提供や普及啓発を実施
した。
１ 感染症患者報告数
一類感染症0人・二類感染症0
人・三類感染症7人・四類感染
症10人・五類感染症（全数把
握疾患）13人・新型インフル

感染症のまん延を防止するた
め、感染症患者に対し、医療
に関する必要な措置や対応
（入院勧告・措置、就業制限
等）を行い、また患者の家族
等接触者に対し、健康診断受
診の勧告を行い、実施した。
さらに、感染症の発生及び原
因の調査を行い、予防のため
の情報提供や普及啓発を実施
した。
１ 感染症患者報告数
一類感染症0人・二類感染症0
人（結核を除く）・三類感染
症5人・四類感染症4人・五類
感染症（全数把握疾患）16

感染症のまん延を防止するた
め、感染症患者に対し、医療に
関する必要な措置や対応（入院
勧告・措置、就業制限等）を行
い、また患者の家族等接触者に
対し、健康診断受診の勧告を行
い、実施した。さらに、感染症
の発生及び原因の調査を行い、
予防のための情報提供や普及啓
発を実施した。
１ 感染症患者報告数
一類感染症0人・二類感染症0人
（結核を除く）・三類感染症5
人・四類感染症７人・五類感染
症（全数把握疾患）２１人・
２ 入院勧告者数 0人

100.0%

事
業
費
 
千
円

10

14

100

1

1

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度


